
「男性だから。」という理由で自分の働きたい病棟が制
限されてしまうようなことは避けなければならないこと
だと思った。社会的イメージを今すぐに大きく変えるこ
とは難しいと思うが、まず自分の小さな偏見からなくし
ていけばいつかそのイメージは薄れるだろう。私はこの
トピックゼミで自分の考えを見つめなおすきっかけをも

らうことができた。

・初めての文献検討を通して、看護研究において文献を読むことの重要性を感じた。

・アレルギー児の親は精神的な負担が大きいため、看護師は正しい知識を持つだけではなく
親の不安に寄り添いながら支援していくことが大切である。

・社会が多様化していく中で、どのような学生でも安心して学べる環境を整えることが、
将来の質の高い看護の提供にもつながると考えた。

・できないことに目を向けるのではなく、本人の得意なことや努力しているところに
目を向けることが学習や実習への前向きな参加につながるのではないか。

～学生の学びより～

2025年度 後期 在宅看護学講座

【トピックゼミⅡ】文献検討を行ってみよう

学生の小さな疑問から課題を見つけ、先行研究をもとに課題解決に向けた検討を行いました
ゼミの最終回では検討した内容を自分たちの言葉で発表し、質疑応答も行いました

子供の食物アレルギー予防

男子看護学生が抱える困難感とその要因

発達障害のある看護学生の実態と感じる困難

～最終発表会～

1年生



「男性だから。」という理由で自分の働きたい病棟が制限さ
れてしまうようなことは避けなければならないことだと思っ
た。社会的イメージを今すぐに大きく変えることは難しいと
思うが、まず自分の小さな偏見からなくしていけばいつかそ
のイメージは薄れるだろう。私はこのトピックゼミで自分の
考えを見つめなおすきっかけをもらうことができた。

～学生の学びより～

・地震の揺れの最中は強い恐怖を感じ、実際の災害時に平常心を保つことの難しさを感じた。

・DMATの方から実際の能登半島地震での活動について話を聞き、災害時における情報共有
の重要性を学んだ。

・特に在宅療養を行う高齢者は自力での避難が困難なことが多く、一般の避難者とは異なる
課題を抱えていることが分かった。

・日頃からの備えと地域での支え合いが、災害時の被害の軽減につながると考えた。

2025年度 後期 在宅看護学講座

【トピックゼミⅣ】災害についてさらに学びを深めよう

前期に続き、課外学習・講義・文献検索等を通して「災害」への対策を考えました
ゼミの最終回では検討した内容を自分たちの言葉で発表し、質疑応答も行いました

～最終発表会～

冬の災害と対策

暴風雨への対策高齢者が安全に避難するために必要なこと(水害)

～課外学習 in 四季防災館～

流水体験

応急救護体験風雨災害体験

地震体験

～DMAT活動についての講義～

講師 DMAT隊員
(富山大学附属病院 看護師長)

Disaster Medical Assistance Team

災害時に派遣される医療チームのこと

2年生



2025年度 後期 在宅看護学講座

「男性だから。」という理由で自分の働きたい病棟が制限さ
れてしまうようなことは避けなければならないことだと思っ
た。社会的イメージを今すぐに大きく変えることは難しいと
思うが、まず自分の小さな偏見からなくしていけばいつかそ
のイメージは薄れるだろう。私はこのトピックゼミで自分の
考えを見つめなおすきっかけをもらうことができた。

～看護研究発表会～

【看護研究Ⅱ】

前期・後期を通して、グループで研究テーマを設定し、総説論文を作成しました
その成果をポスターにまとめ、2月に学内にて発表を行いました

人工呼吸器使用の
在宅療養者に必要な

災害対策に関する文献検討
～地域ケアシステムのなかにおける支援～

在宅で暮らす
摂食嚥下障害高齢者を
支える家族の介護負担
についての文献検討

在宅で認知症高齢者を
介護する配偶者の

介護負担に関する文献検討

4年生の皆さん
ご卒業おめでとうございます

在宅看護学講座一同

4年生
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